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大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー



第
一
章

設
置
の
経
緯

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、
研
究
者
の
大
型
計
算
機
利
用
に
つ
い
て
の
切
な
る
要
求
に
こ
た
え
て
、
一
九
六
三
年
五
月
に
日

本
学
術
会
議
が
「
学
術
用
大
型
計
算
機
の
設
置
と
共
同
利
用
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
勧
告
を
政
府
に
行
っ
た
こ
と
に
端
を

発
す
る
。
こ
の
勧
告
の
主
旨
は
、「
学
術
研
究
用
大
型
計
算
機
の
設
置
を
根
幹
と
す
る
全
国
共
同
利
用
計
算
機
セ
ン
タ
ー
体
系
の
確
立

を
図
る
よ
う
要
望
す
る
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
を
受
け
て
文
部
省
は
、
一
九
六
五
年
四
月
東
京
大
学
に
最
初
の
全
国
共
同
利
用
大
型

計
算
機
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
日
本
学
術
会
議
は
、
一
九
六
五
年
十
二
月
「
科
学
研
究
計
画
第
一
次
五
カ
年
計
画
」
と
題
す

る
勧
告
を
行
い
、
研
究
基
盤
の
育
成
を
図
る
た
め
、
全
国
を
四
地
区
に
分
け
、
大
型
機
八
台
、
超
大
型
機
一
台
を
設
置
す
る
よ
う
要
望

し
た
。

一
方
、
本
学
に
は
一
九
六
二
年
七
月
に
学
内
共
同
利
用
の
「
北
海
道
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
」
が
発
足
し
、
翌
年
六
月
理
学
部
を
管
理

部
局
と
し
て
正
式
に
開
所
し
、
学
内
を
は
じ
め
道
内
国
立
大
学
の
研
究
者
の
計
算
処
理
要
求
に
応
じ
て
い
た
が
、
年
々
増
加
す
る
需
要

に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
り
、
ま
た
東
京
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
遠
隔
地
利
用
が
非
常
に
不
便
で
あ
る
と
い
う
経

験
か
ら
、
本
学
に
も
大
型
計
算
機
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
北
海
道
大
学
計
算
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
大
型
計
算
機
設
置
の
概
算
要
求
を
ま
と
め
、

一
九
六
六
年
度
概
算
要
求
事
項
と
し
て
文
部
省
に
提
出
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
六
七
年
三
月
の
評
議
会
に
お
い
て
、
大
型
計
算
機
が
設

置
さ
れ
た
場
合
は
、
こ
れ
を
全
国
共
同
利
用
に
供
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
及
び
設
置
の
準
備
に
あ
た
る
た
め
「
北
海
道
大
学
大
型
計
算

機
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
設
置
調
査
委
員
会
」
を
設
け
る
こ
と
を
決
定
し
、
本
セ
ン
タ
ー
設
置
に
必
要
な
調
査
研
究
が
開
始
さ
れ
た
。
つ

い
で
一
九
六
八
年
六
月
に
は
「
北
海
道
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
設
置
準
備
委
員
会
」
が
設
け
ら
れ
、
学
外
委
員
の
協
力
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も
得
て
、
設
置
に
伴
う
機
種
の
選
定
、
運
用
方
式
、
利
用
者
教
育
な
ど
の
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

一
九
六
九
年
一
月
、
一
九
七
〇
年
度
予
算
案
に
本
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
機
器
レ
ン
タ
ル
料
及
び
建
物
経
費
が
盛
り
込
ま
れ
、

同
年
二
月
、
導
入
シ
ス
テ
ム
を
富
士
通
（
株
）
製FA

C
O

M
２３０
－
６０

に
決
定
し
た
。
建
物
位
置
は
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
部
東
側
の
現
位

置
に
決
定
し
、
同
年
六
月
に
は
本
セ
ン
タ
ー
設
置
本
部
が
設
け
ら
れ
、
開
設
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
一
九
七
〇
年
三
月
末
に
四
階
建
て
、

延
べ
面
積
三
四
九
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
セ
ン
タ
ー
建
物
が
落
成
し
、
同
年
四
月
十
七
日
付
け
で
本
セ
ン
タ
ー
が
正
式
に
設
置
さ
れ
た
。

初
代
セ
ン
タ
ー
長
に
は
理
学
部
田
中
一
教
授
が
就
任
し
た
。
五
月
十
一
日
か
ら
は
課
題
申
請
の
受
け
付
け
及
び
パ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
が
開

始
さ
れ
、
八
月
十
日
か
ら
正
式
な
計
算
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

第
二
章

計
算
機
シ
ス
テ
ム
の
変
遷

セ
ン
タ
ー
開
設
当
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
はFO

R
T

R
A

N
言
語
が
主
体
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
をIB

M

カ
ー
ド
に
せ
ん
孔
し
、
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
で
入
力
、
結
果
を
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
ー
に
出
力
す
る
と
い
う
完
全
な
ク
ロ
ー
ズ
ド
バ
ッ
チ
方
式
で
あ
っ
た
。
計
算
機
シ
ス
テ
ム
は
単

体
演
算
性
能
〇
・
七M

IPS

の
マ
ル
チ
シ
ス
テ
ム
構
成
で
、
主
記
憶
容
量
は
一
六
〇
キ
ロ
語
（
一
語
三
六
ビ
ッ
ト
）
で
あ
っ
た
。
一
九

七
四
年
に
は
最
初
の
シ
ス
テ
ム
更
新
に
よ
りFA

C
O

M
２３０
－
７５

が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
際
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
増
加
に
対
応
す
べ
く
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
を
利
用
者
自
身
が
操
作
し
、
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
ー
に
直
結
し
た
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
計
算
結
果
を
陳
列
す
る
オ
ー
プ
ン

バ
ッ
チ
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。

一
九
七
九
年
の
シ
ス
テ
ム
更
新
で
は
、
導
入
シ
ス
テ
ム
の
概
要
策
定
お
よ
び
計
算
機
メ
ー
カ
ー
へ
の
説
明
、
計
算
機
メ
ー
カ
ー
か
ら

1139 大型計算機センター



の
シ
ス
テ
ム
提
案
、
委
員
会
で
の
再
検
討
が
繰
り
返
さ
れ
、
延
べ
二
〇
〇
時
間
を
超
え
る
慎
重
な
審
議
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、（
株
）

日
立
製
作
所
製H

IT
A

C
M

―２００
H

（
二
台
）、
お
よ
び
同
社
製H

IT
A

C
M

―１８０

（
一
台
）
の
導
入
が
決
定
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
八
月

か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
新
シ
ス
テ
ム
は
当
初
想
定
し
た
規
模
を
大
幅
に
越
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
総
演
算
性
能
二
八M

IPS
,

総

記
憶
容
量
二
六
メ
ガ
バ
イ
ト
と
い
う
そ
の
性
能
は
現
在
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
遠
く
及
ば
な
い
が
、
総
重
量
は
六
八
ト
ン
に
も
達
し
た
。

機
種
選
定
に
際
し
て
は
、
客
観
的
な
性
能
評
価
を
行
う
た
め
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
た
。
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
評
価
項

目
は
、
バ
ッ
チ
ジ
ョ
ブ
の
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
時
間
、T

SS

処
理
の
応
答
時
間
、
お
よ
び
バ
ッ
チ
とT

SS

の
安
定
共
存
の
観
点
か
ら

構
成
さ
れ
た
。
当
時
はT

SS
そ
の
も
の
が
大
型
計
算
機
の
新
し
い
利
用
形
態
と
し
て
実
用
化
す
る
時
期
に
あ
り
、T

SS

の
応
答
時
間

は
最
も
重
要
な
評
価
項
目
と
考
え
ら
れ
た
。
導
入
さ
れ
た
新
シ
ス
テ
ム
で
は
従
来
の
バ
ッ
チ
処
理
の
ほ
か
、T

SS

処
理
サ
ー
ビ
ス
が
本

格
的
に
開
始
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
ユ
ー
ザ
ー
端
末
が
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
、
待
ち
行
列
が
で

き
る
ほ
ど
の
活
況
を
呈
し
た
。
以
後
学
内
お
よ
び
道
内
諸
大
学
へ
の
デ
ー
タ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
、
専
用
通
信
回
線
・
公
衆
通
信
回
線
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
よ
り
、
計
算
機
端
末
の
設

置
が
急
速
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。

当
時
の
セ
ン
タ
ー
利
用
状
況
は
、
利
用
申
請
件
数
が
約
一
三
〇
〇
件
、
計
算
処
理
件
数
が
年
間

約
二
〇
万
件
に
上
っ
た（
図
１
）。
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
要
望
の
多
く
は
、
計
算
機
の
利
用
負
担
金

を
安
く
す
る
こ
と
、
お
よ
び
計
算
機
を
二
四
時
間
運
転
す
る
こ
と
の
二
点
で
あ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー

設
置
以
来
そ
の
運
用
に
お
い
て
は
、
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
、
計
算
機
使
用
時
間
や
フ
ァ
イ
ル

使
用
量
に
応
じ
た
利
用
負
担
金
を
セ
ン
タ
ー
利
用
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
利
用
負
担
金
に
よ
っ
て
計
算
機
設
備
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
多
く
が
ま
か
な
わ
れ
て
い
る

現
状
か
ら
、
先
の
利
用
者
の
要
望
に
十
分
に
応
え
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

図１ 大型計算機センターの利用の推移
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な
中
、
一
九
八
三
年
十
二
月
に
念
願
の
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
た
。

自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
は
計
算
機
シ
ス
テ
ム
、
電
源
・
空
調
設
備
、
環
境
セ
ン
サ
ー
を
結
合
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、
メ
ー
カ
ー
と
の
協
力

に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
独
自
に
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
午
後
五
時
以
降
の
外
注
オ
ペ
レ
ー
タ
を
廃
止
で
き
、
計
算
機
利
用

の
需
要
が
あ
る
場
合
に
は
運
転
時
間
を
延
長
す
る
事
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
九
八
六
年
四
月
に
は
共
通
利
用
番
号
制
が
開
始
さ
れ
、
他

大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
計
算
機
設
備
を
共
通
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
相
互
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

本
セ
ン
タ
ー
の
計
算
機
シ
ス
テ
ム
は
、
年
々
増
加
す
る
計
算
需
要
に
対
応
す
べ
く
、
開
所
以
来
お
よ
そ
四
年
ご
と
に
最
新
機
種
に
更

新
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
実
用
期
に
入
っ
て
き
た
ベ
ク
ト
ル
型
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
が
検
討
さ
れ
、
一
九
八
六
年
八
月

に
（
株
）
日
立
製
作
所
製
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タH

IT
A

C
S

―８１０
／１０

（
主
記
憶
容
量
一
二
八
メ
ガ
バ
イ
ト
、
理
論
最
大
演
算
性
能

三
一
五
メ
ガFL

O
PS

）
と
、
同
社
製
汎
用
計
算
機
シ
ス
テ
ムH

IT
A

C
M

―６８０
H

（
主
記
憶
容
量
一
二
八
メ
ガ
バ
イ
ト
）
を
組
み
合
わ

せ
た
新
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
。
両
シ
ス
テ
ム
と
も
Ｏ
Ｓ
と
言
語
が
共
通
で
あ
り
、
従
来
機
と
は
異
な
る
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
を
有
す
る
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
利
用
者
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
。
年
間
レ
ン
タ
ル
料
は
お
よ
そ
四
億
円
で
あ
っ

た
。
以
後
、
セ
ン
タ
ー
の
計
算
機
シ
ス
テ
ム
は
大
型
汎
用
機
と
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
二
本
立
て
構
成
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
計
算
機
シ
ス
テ
ム
の
機
種
更
新
に
あ
た
っ
て
は
、
学
外
委
員
を
含
む
専
門
委
員
会
に
よ
る
技
術
的
な
評
価
検
討
を
経
て
、

随
意
契
約
に
よ
り
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
米
貿
易
摩
擦
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
た
一
九
八
七
年
五
月
、

日
米
政
府
間
協
議
に
よ
り
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
政
府
調
達
契
約
に
指
定
さ
れ
、
こ
れ
に
従
っ
た
導
入
が
義
務
付
け
ら
れ
る
に

至
っ
た
。
こ
の
導
入
手
続
き
は
、
基
本
的
要
求
要
件
の
官
報
掲
載
に
よ
る
資
料
招
請
、
提
案
資
料
に
基
づ
く
仕
様
書
の
策
定
、
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
テ
ス
ト
の
実
施
、
お
よ
び
総
合
評
価
の
実
施
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
調
達
手
続
き
の
進
行
に
あ
た
っ
て
は
、
三
好
克
彦
教
授

（
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
研
究
開
発
部
長
）
の
陣
頭
指
揮
の
も
と
、
仕
様
書
の
一
言
一
句
に
至
る
ま
で
、
外
務
省
・
文
部
省
学
術
情
報

課
・
本
学
事
務
局
と
の
綿
密
な
連
携
が
図
ら
れ
た
。
一
九
八
九
年
二
月
に
本
セ
ン
タ
ー
の
三
代
目
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
し
て
稼

1141 大型計算機センター



動
を
開
始
し
た
（
株
）
日
立
製
作
所
製H

IT
A

C
S

―８２０
／８０

（
主
記
憶
容
量
二
五
六
メ
ガ
バ
イ
ト
、
理
論
最
大
演
算
性
能
三
ギ
ガ

FL
O

PS

）
は
、
東
北
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、
国
際
調
達
手
続
き
に
よ
る
最
初
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
っ
た
。

本
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
利
用
申
請
件
数
は
一
九
九
三
年
に
約
二
三
〇
〇
件
に
達
し
た
が
、
こ
の
年
を
境
に
し
だ
い
に
減
少
し

は
じ
め
、
特
に
若
手
研
究
者
の
セ
ン
タ
ー
離
れ
の
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
原
因
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
高
性

能
化
と
低
価
格
化
、
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
爆
発
的
普
及
が
考
え
ら
れ
る
。
利
用
者
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
一
九
九
六
年

本
学
以
外
の
道
内
利
用
者
を
対
象
と
し
て
汎
用
計
算
機
の
定
額
制
を
試
行
し
、
一
九
九
七
年
こ
の
制
度
を
全
利
用
者
に
拡
大
し
た
。
一

九
九
八
年
に
は
利
用
負
担
金
体
系
を
従
量
制
か
ら
定
額
制
へ
切
り
替
え
る
抜
本
的
改
定
が
な
さ
れ
、
基
本
サ
ー
ビ
ス
経
費
、
汎
用
計
算

機
お
よ
び
フ
ァ
イ
ル
の
定
額
利
用
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
リ
ペ
イ
ド
方
式
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー

の
大
幅
な
負
担
軽
減
が
実
現
さ
れ
た
。

二
〇
〇
〇
年
一
月
か
ら
本
セ
ン
タ
ー
四
代
目
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
な
る
（
株
）
日
立
製
作
所
製SR８０００

（
三
二
ノ
ー
ド

構
成
、
総
記
憶
容
量
三
二
〇
ギ
ガ
バ
イ
ト
、
理
論
最
大
演
算
性
能
二
五
六
ギ
ガFL

O
PS

,

総
フ
ァ
イ
ル
容
量
四
・
五
テ
ラ
バ
イ
ト
）

の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
、
更
な
る
利
用
負
担
金
軽
減
と
全
計
算
機
シ
ス
テ
ム
の
二
四
時
間
運
用
が
実
現
さ
れ
た
。

第
三
章

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
変
遷

本
学
に
お
け
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
関
す
る
審
議
は
、
一
九
七
八
年
四
月
に
「
北
海
道
大
学
学
術
情
報
調
査
研

究
会
」
が
、
学
術
に
関
す
る
情
報
の
蓄
積
及
び
利
用
に
関
す
る
諸
問
題
を
調
査
研
究
し
、
必
要
な
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
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置
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
一
九
八
〇
年
三
月
学
術
情
報
調
査
研
究
会
は
、「
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会
」
の
設
置
を
答
申
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
一
九
八
一
年
七
月
「
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
準
備
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
学
術
情
報

シ
ス
テ
ム
具
体
化
の
た
め
の
方
策
を
ま
と
め
る
た
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
討
す
る
第
一
専
門
委
員
会
、
図
書
情
報
を
検
討
す
る
第
二

専
門
委
員
会
を
置
き
、
さ
ら
に
一
九
八
五
年
七
月
に
は
第
三
専
門
委
員
会
と
し
て
「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
門
委
員
会
」
が
置
か
れ
た
。

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
門
委
員
会
（
委
員
長
永
田
邦
一
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
長
）
は
、
一
九
八
六
年
三
月
に
「
北
海
道
大
学
に
お

け
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
具
体
化
に
つ
い
て
の
中
間
報
告
」
を
ま
と
め
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
クH

IN
E

S

の
建
設
を
提
言
し
た
。H

I-

N
E

S

（H
okkaido

U
niversity

Inform
ation

N
etw

ork
System

）
の
名
称
は
、
理
学
部
田
中
一
教
授
の
命
名
に
よ
り
、
一
九
八
五
年
八

月
第
一
回
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
門
委
員
会
で
決
め
ら
れ
た
。
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
準
備
検
討
委
員
会
で
は
、
こ
の
中
間
報
告
に
基
づ

い
て
一
九
八
七
年
度
概
算
要
求
「
北
海
道
大
学
情
報
伝
送
網
（H

IN
E

S

）
の
設
置
」
を
ま
と
め
た
が
、
残
念
な
が
ら
見
送
り
と
な
っ
た
。

こ
の
年
、
東
北
大
学
及
び
京
都
大
学
で
は
そ
れ
ぞ
れ
三
カ
年
計
画
の
第
一
年
次
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
七
年
十
一
月
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
門
委
員
会
仕
様
書
作
成
作
業
グ
ル
ー
プ
は
、
全
面
的
な
見
直
し
が
図
ら
れ
た
三
カ
年
計

画
のH

IN
E

S

概
要
計
画
書
を
と
り
ま
と
め
た
。
こ
の
新
し
い
概
要
計
画
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
高
速
通
信
路
主
体
か
ら
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

主
体
に
方
針
転
換
し
、
誰
で
も
使
え
る
電
子
メ
ー
ル
、
電
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
電
子
掲
示
板
等
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
備
え
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
提
言
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
専
門
委
員
会
で
は
基
本
方
針
の
是
非
を
巡
っ
て
激
し
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
当

時
国
内
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
ま
だ
存
在
し
て
お
ら
ず
、
先
発
大
学
等
に
お
い
て
も
幹
線
に
各
自
の
端
末
を
接
続
す

る
の
み
と
い
う
形
態
が
多
く
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
は
じ
め
か
ら
具
備
し
た
大
規
模
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
一
九

八
九
年
度
概
算
要
求
は
、
結
局
一
九
八
九
年
一
月
に
三
カ
年
計
画
の
第
一
年
次
分
が
予
算
と
し
て
内
示
さ
れ
た
。
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第
一
節

第
一
期H

IN
E
S

の
建
設

第
一
期H

IN
E

S

は
三
カ
年
計
画
で
構
築
さ
れ
た
。
特
別
設
備
費
で
導
入
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
は
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
が
、

施
設
整
備
費
で
導
入
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
等
は
施
設
部
が
担
当
し
た
。
一
九
八
九
年
度
の
第
一
年
次
シ
ス
テ

ム
は
、
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
複
数
の
ノ
ー
ド
端
局
を
配
置
し
、
こ
の
間
をFD

D
I

四
重
リ
ン
グ
に
よ
る
四
〇
〇
メ
ガbps

の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
で
結
び
、
ま
た
建
物
内
に
は
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
の
一
〇
メ
ガbps

同
軸
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
し
、
ノ
ー
ド
端
局
に
接
続
す
る
も
の
で

あ
る
。
入
札
の
結
果
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
は
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
（
株
）
が
、
施
設
工
事
で
は
都
築
電
気
工
業
（
株
）
が
そ
れ

ぞ
れ
落
札
し
た
。
設
備
費
の
予
算
規
模
は
三
カ
年
合
わ
せ
て
約
四
億
円
で
あ
っ
た
。

一
九
九
〇
年
度
の
第
二
年
次
に
は
、
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
北
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
建
設
と
サ
ー
バ
機

器
設
置
が
行
わ
れ
、
電
子
メ
ー
ル
、
電
子
掲
示
板
、
電
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。

札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
と
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
の
接
続
は
、
六
四
キ
ロbps

の
高
速
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
線
で
接

続
さ
れ
た
。
ま
た
、H

IN
E

S

の
電
子
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
は
学
術
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
クJA

IN

と
接
続

さ
れ
、
国
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の
電
子
メ
ー
ル
交
換
が
実
現
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
国
際
的
な
学
術
研
究
交
流
が
活
発
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
九
一
年
度
の
第
三
年
次
シ
ス
テ
ム
で
は
、
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
南
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
建
設
と

部
局
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
行
わ
れ
た
。
一
九
九
二
年
三
月H

IN
E

S

の
全
シ
ス
テ
ム
は
完
成
し
、

こ
こ
に
本
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
の
基
礎
が
出
来
上
が
っ
た
。
学
外
と
の
接
続
は
、
同
年
四
月

か
ら
正
式
運
用
と
な
っ
た
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
のSIN

E
T

に
一
二
八
キ
ロbps

で
接
続
さ
れ
た
。

H
IN

E
S

の
運
営
経
費
は
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
経
費
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
、
文
部
省
か

図２ HINES利用の推移
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ら
配
分
さ
れ
る
特
殊
装
置
維
持
費
と
学
内
拠
出
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
。H

IN
E

S

の
運
用
業
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
、
一

九
九
四
年
四
月
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
内
にH

IN
E

S

運
用
室
が
設
け
ら
れ
た
。（
図
２
）

第
二
節

第
二
期H

IN
E
S

の
建
設

第
一
期H

IN
E

S
完
成
後
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
は
急
速
に
伸
展
し
、
一
九
九
三
年
七
月
に
は
端
末
接
続
台
数
二
五
七
五
台
、
利
用
登

録
者
数
二
〇
八
〇
人
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、H

IN
E

S

運
営
委
員
会
シ
ス
テ
ム
技
術
専
門
委
員
会
で
はH

IN
E

S

拡
充
計
画
の
検

討
が
開
始
さ
れ
、
一
九
九
五
年
度
概
算
要
求
化
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
九
四
年
一
月
、
政
府
の
一
九
九
三
年
度
第
三

次
補
正
予
算
にH

IN
E

S

拡
充
計
画
の
一
部
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
想
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
九
九
四
年
二
月
に
予
算

化
が
実
現
し
た
。

ス
ー
パ
ー
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
は
、
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
の
七
部
局
にA

T
M

交
換
機
を
設
置
し
、
一
五
五
メ
ガbps

の
伝
送
速
度
を
有

す
る
高
速
・
大
容
量
の
ス
タ
ー
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
も
の
で
、
一
九
九
五
年
一
月
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
三
代
目
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
る（
株
）日
立
製
作
所
製H

IT
A

C
S

―３８００
／３８０

と
同
時
期
に
実
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
ス
ー
パ
ー
情
報
ハ
イ

ウ
ェ
イ
の
構
築
に
よ
り
、FD

D
I

四
重
リ
ン
グ
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
す
る
既
存
のH

IN
E

S

は
多
目
的
情
報
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
と

命
名
さ
れ
、H

IN
E

S

は
そ
れ
ら
の
総
称
と
な
っ
た
。

拡
充
計
画
で
残
さ
れ
た
部
分
は
、
幸
運
に
も
一
九
九
五
年
五
月
に
第
一
次
補
正
予
算
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
第
二
年
次

シ
ス
テ
ム
で
は
、A

T
M

交
換
機
の
増
設
に
加
え
、
部
局
内
に
一
〇
〇
メ
ガbps

の
伝
送
速
度
を
有
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
の

ハ
ブ
を
九
〇
台
設
置
し
、
ユ
ー
ザ
ー
端
末
を
安
価
に
高
速
接
続
で
き
る
環
境
を
整
え
た
。
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル（T

C
P/IP

）

を
利
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
端
末
の
急
増
に
対
処
す
べ
く
、
部
局
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
ー
バ
が
組
み
込
ま
れ
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
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た
。
札
幌
・
函
館
間
の
高
速
デ
ィ
ジ
タ
ル
回
線
容
量
は
一
・
五
メ
ガbps

に
増
強
さ
れ
た
。
ま
た
第
一
年
次
に
導
入
さ
れ
た
Ｗ
Ｗ
Ｗ

サ
ー
バ
は
、
一
九
九
五
年
十
月
の
北
海
道
大
学
創
基
一
二
〇
周
年
記
念
事
業
に
併
せ
て
、
本
学
公
式
Ｗ
Ｗ
Ｗ
サ
ー
バ
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、
情
報
発
信
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
な
っ
た
。

第
三
節

第
三
期H

IN
E
S

の
建
設

ス
ー
パ
ー
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
利
用
が
順
調
な
伸
び
を
示
す
一
方
、
多
目
的
情
報
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
は
機
器
の
老
朽
化
に
よ

る
障
害
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
めH

IN
E

S

シ
ス
テ
ム
技
術
専
門
委
員
会
で
は
、
新
規
接
続
を
す
べ
て
ス
ー
パ
ー
情

報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
切
り
替
え
、
第
一
期
シ
ス
テ
ム
を
一
九
九
八
年
度
末
に
停
止
、FD

D
I

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の
サ
ブ
ネ
ッ
ト
化
な
ど
、H

I-

N
E

S

始
ま
っ
て
以
来
の
大
幅
な
変
更
を
伴
う
緊
急
打
開
策
を
展
開
し
た
。
さ
ら
に
同
委
員
会
はH

IN
E

S

を
全
面
的
か
つ
抜
本
的
に
見

直
し
、
三
カ
年
の
拡
充
整
備
計
画
を
立
案
、
一
九
九
九
年
度
概
算
要
求
を
提
出
す
る
に
至
っ
た
。
結
局
、
こ
の
概
算
要
求
第
一
年
次
計

画
の
超
高
速
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
シ
ス
テ
ム
は
、
一
九
九
八
年
度
第
一
次
補
正
予
算
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
、
更
に
一
九
九

八
年
十
二
月
の
第
三
次
補
正
予
算
に
よ
っ
て
、
同
概
算
要
求
第
三
年
次
計
画
の
統
合
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
基
盤
シ
ス
テ
ム
が
実
現
さ
れ

た
。超

高
速
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
に
集
中
し
て
い
たH

IN
E

S

の
拠
点
機

能
を
分
散
化
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
定
運
用
を
実
現
す
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
、
工
学
部
材

料
・
化
学
棟
、
お
よ
び
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
三
カ
所
に
コ
ア
ノ
ー
ド
を
設
置
し
、
こ
の
間
をA

T
M

六
二
二
メ
ガbps

の
二
重
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
接
続
す
る
こ
と
で
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
級
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
新
シ
ス
テ
ム
は
一
九
九

九
年
三
月
に
完
成
し
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
末
のH

IN
E

S

端
末
接
続
台
数
は
サ
ブ
ネ
ッ
ト
を
含
め
て
一
万
八
〇
〇
〇
台
を
超
え
て
い
る
。
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統
合
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
基
盤
シ
ス
テ
ム
は
、
学
内
外
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
を
放
送
す
る
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

で
、
次
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
全
国
の
大
学
に
先
駆
け
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
統
合
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
基
盤

シ
ス
テ
ム
は
一
九
九
九
年
六
月
に
完
成
し
、
同
年
八
月
か
ら
学
会
講
演
の
ラ
イ
ブ
中
継
等
の
放
送
が
開
始
さ
れ
た
。
シ
ス
テ
ム
の
利
用

促
進
を
は
か
る
た
め
、
学
術
情
報
委
員
会
の
下
に
「
映
像
系
コ
ン
テ
ン
ツ
企
画
専
門
委
員
会
」
が
置
か
れ
て
い
る
。

む
す
び

全
国
共
同
利
用
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
設
置
か
ら
三
〇
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
、
当
初
の
大
規
模
計
算
処
理
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
運
用
、
さ
ら
に
は
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
の
幅
広
い
活
動
を
支
え
る
高
度
情
報
基
盤
の
支
援
へ
と
質
的
な
転
換
が
な
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
大
型
計
算
機
と
い
う
機
器
名
称
を
冠
し
た
組
織
名
と
今
日
そ
こ
に
付
託
さ
れ
て
い
る
使
命
と
の
間
に
大
き
な
乖
離
を
感
じ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
至
っ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
四
月
東
京
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
が
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
に
改
組
さ
れ
た
の
を
最
初
に
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
は

九
州
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
が
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
大
阪
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
は
サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

本
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
も
、さ
ら
な
る
発
展
へ
の
高
ま
る
期
待
に
応
え
、新
し
い
あ
り
方
の
検
討
が
始
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
執
筆

�
井
昌
彰
・
江
丸
敏
夫
・
永
山
隆
繁
）
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